
このたび当社グループは、「安田倉庫グループ CO₂排出量削減目標」を設定しましたので
お知らせいたします。

当社グループは、持続可能な社会の実現のために当社グループが優先的に取り組むべき重要
課題（マテリアリティ）の一つとして「低炭素・循環型社会への貢献」を掲げております。

2022年度はCO₂排出量抑制のための各種施策を継続するとともに、当社グループの正確なCO₂排
出量の算定に努めてまいりました。今般この算定結果に基づき、「安田倉庫グループ CO₂排出量
の削減目標」を以下の通り設定いたしました。
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＜安田倉庫グループCO₂排出量削減目標＞

・Scope1+2：2030年度までに2022年度比30%削減
・Scope3 ：サプライチェーン全体での排出削減に取り組みます。
・対象範囲：安田倉庫㈱国内拠点並びに国内の関係会社14社※

※安田倉庫㈱（国内拠点）、㈱ヤスダワークス、北海安田倉庫㈱、安田運輸㈱、芙蓉エアカーゴ㈱、
日本ビジネス ロジスティクス㈱、安田メディカルロジスティクス㈱、㈱ワイズ・プラスワン、大西運輸㈱、
オオニシ機工㈱、南信貨物自動車㈱、㈱パワード・エル・コム、城南運送㈱、ルピナ車輌サービス㈱
㈱安田エステートサービス
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※CO₂排出量は小数点以下端数を四捨五入して表示しております。
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また、CO₂排出量削減目標の設定に伴い、TCFD提言に基づく気候変動情報開示のうち、「指標と
目標」の内容を更新いたしました。詳細は当社ウェブサイトで開示しております。

＜TCFD枠組みに基づく気候変動情報開示＞
https://www.yasuda-soko.co.jp/sustainability/tabid/297/Default.aspx#TCFD

＜安田倉庫グループのサステナビリティに関する取り組み＞
https://www.yasuda-soko.co.jp/sustainability/tabid/292/Default.aspx

当社グループは今後も「お客様の声に真摯に耳を傾け誠実にお応えする」という「YASDA
Value」を変わらずにご提供すると共に、社会の激しい変化に柔軟に対応し自らを変えることで、
持続可能で豊かな社会の実現に尽力してまいります。

以 上
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本件に関するお問い合わせ

安田倉庫株式会社 業務部 サステナビリティ推進室 TEL：03-3452-7316
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